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～記事～ 

★拡大豚熱疫学調査チームの提言に基づく発生予防対策について 

★豚熱の「ワクチン接種推奨地域」の追加について 

★夏季休暇中におけるアフリカ豚熱（ASF）、口蹄疫（FMD）等の 

防疫対策の徹底について 

★野生イノシシ豚熱検査実施状況について（R３.４.２２～R３.７.２９） 

★飼養衛生管理基準遵守状況確認のための農場立ち入りについて 

★暑熱対策の徹底で、大切な家畜を守りましょう! 

★みんなで、環境保全を考えた畜産経営を！ 

★配合飼料の価格高騰！飼料費低減対策の実施を！ 

～資料～ 

★特定症状（豚熱、アフリカ豚熱、口蹄疫） 
★飼養衛生管理基準自己点検アプリ 

 

★拡大豚熱疫学調査チームの提言に基づく発生予防対策について 
ワクチン接種地域での豚熱の続発を受け、国の拡大豚熱疫学調査チームより

今後の発生予防対策として以下の提言が示されました。 

 

・進入する車両には、圧力のある動力噴霧機等による消毒 

・豚舎ごとに手指を洗浄・消毒し、手袋・長靴・衣服を交換 

・豚舎開口部への防鳥ネット等の設置 

・豚舎内に持ち込む一輪車の消毒 

・屋外で保管している敷料はブルーシートや建屋で覆う 

 

今年度、当所で実施した抗体検査において、同一農場内でも子豚の移行抗体にバ

ラツキがみられる傾向がありました。ワクチン抗体が上がるまで無防備な状態の離

乳豚や、肥育豚の一部にも抗体陰性豚がいます。スマートフォン等をお持ちの方は

「飼養衛生管理基準自己点検アプリ」を活用し、お持ちでない方は紙面等により飼

養衛生管理基準の遵守状況を日々点検していただき、上記の対策を実施してくださ

い！ 

 

★豚熱の「ワクチン接種推奨地域」の追加について 

令和３年６月 1５日より青森県及び岩手県が、8 月 6 日より四国 4 県が豚熱の発

生リスクが高まっている地域としてワクチン接種推奨地域に指定されました。これに

より、３６都府県がワクチン接種推奨地域となりました。 



★アフリカ豚熱（ASF）、口蹄疫（FMD）等の防疫対策の徹底について 
最近の世界における ASF 発生は、ドイツの飼養豚で初発生（7 月 16 日）が、ド

ミニカ共和国で４０年ぶりの発生（７月２８日）が確認されたところです。 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策で、人・モノの移動が減少していますが、東

京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の関係者が世界各地から来日して

おり、ASF、FMD 等の侵入リスクが高まっています。また、CSF についても、県

内の野生いのししで感染が継続して確認されているため、飼養豚での発生リスクも依

然として高く、緊張感を緩めることなく防疫対策を実施する必要があります。 

そのため下記３項目を中心とした対策の実施をお願いします。 

 

１ 畜産関係者等の海外渡航の自粛 

 （例：感染症危険地域への海外旅行、技能実習生の母国との往来） 

２ 消毒及び衛生管理区域への病原体の持ち込みの防止の再徹底 

 ・従業員への衛生管理区域内への不要物品の持ち込み自粛を周知。 

 ・畜舎に入る際の専用の手袋・靴の着用、手指の消毒、当該物品の消毒等の実施。 

 ・野生動物進入防止対策として、防護柵、防鳥ネットの点検・再整備。 

３ 飼養豚の毎日の健康観察、異常豚の早期発見及び早期通報の徹底 

「※特定症状」を示した家畜又は死体を発見した場合は、直ちに西部家保 

 への届け出をお願いします。※添付資料参照 

 

★野生いのしし豚熱検査実施状況について（R3.4.22～R3.7.29） 

西部管内での結果は下記のとおりでした。 

市町村 高崎市 富岡市 安中市 甘楽町 下仁田町 神流町 南牧村 合計 

検査数 １２ 3 １０ 2 1 １ 3 ３２ 

陽性数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 また、県内の他地域での結果は下記のとおりでした。 

地域 中部 吾妻 利根沼田 東部 合計 

検査数 ４２ ３１ １０ ３７ １２０ 

陽性数 ５ １ ２ ３ １１ 

県内では依然として陽性が確認されており、感染エリアは徐々に拡大していま

す。ワクチンだけでは万全ではありませんので、野生動物対策を含めた豚熱ウイル

スの侵入防止対策を徹底して下さい。 

 

★飼養衛生管理基準遵守状況確認のための農場立ち入りについて 

 今年度も各農場での飼養衛生管理基準遵守状況の確認のため、農場でお話を伺う

予定です。時期が来ましたら、日程調整の連絡をさせていただきます。ご協力よろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 



★暑熱対策の徹底で、大切な家畜を守りましょう! 
毎年大きな暑熱被害が報告されています。涼しくなるまで暑熱対策を実施しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★みんなで、環境保全を考えた畜産経営を！ 

2018 年 1 月に開催されたベルリン農業大臣会合は、SDGs（持続可能な開発目

標）達成のためには、「家畜生産をより持続可能にし、より責任あるものにし、より

効率的にすることが重要である」と宣言し、畜産における環境問題への取組みに関

心が高まっています。そのため、環境対策を含めた適切な飼養衛生管理により、地

域と調和した畜産経営を維持していきましょう。 

なお、令和 2 年度に寄せられた県内の主な苦情は悪臭と水質汚濁で、その他、害

虫等がありました。 

悪臭対策：畜舎・堆肥舎及び周囲の環境美化、防臭シート等による臭気拡散防止 

水質対策：浄化槽の日常点検を習慣化し、異状があった場合は早期対応 

害虫対策：虫の成長にあった効果的な殺虫剤散布、水分のある不衛生な場所の整備 

 

 

 

 

 

 

 
 

豚 



★配合飼料の価格高騰！飼料費低減対策の実施を！ 
令和２年度は、中国の需要増加（アフリカ豚熱による豚飼養頭数減少からの回

復）等を背景に配合飼料の国際価格が上昇し、第４四半期に８期ぶりに配合飼料価

格安定制度の通常補塡が発動されました。 
今後１年の国際需給状況は、生産量は、米国等の主要な生産国で増加（対前年度

比 4.1％増）、消費量は、中国等で増加（対前年度比 2.2％増）が予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼料費低減対策 

 

・給餌は朝晩の涼しい時間帯に、一日数

回に分けて、食べこぼしを減らす。 

・繁殖管理の徹底により、分娩間隔を適

正化させる。 

・アニマルウェルフェアに配慮した管理

（ストレス低減）、疾病予防で生産性

を向上させる。 

・国産の飼料用麦、飼料用米の利用。 

・飼料の適切な保管とフィーダー等設備

の管理徹底で、損耗を防ぐ。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

西部家畜保健衛生所 〒370-0074 高崎市下小鳥町２３３ 

TEL 027-362-2261(24 時間対応) FAX 027-362-2260 
★ 畜産業を廃業された方にこの「家畜衛生だより」が送付された場合は、誠にお手

数ですが、ご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

参考：〇経営コストに占める飼料費 

〇配合飼料工場渡価格の推移 

米国中西部の大干ばつ 

米国におけるとうもろこしの燃料

エタノール向け需要の急増 

円安 

南米での作柄悪化懸念 

海上運賃上昇 


